
　

新「
掛
川
市
」の
初
議
会
と

な
り
ま
す
臨
時
議
会
が
五
月
十

七
日
、十
八
日
の
両
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。正
副
議
長
を
初
め

議
会
の
役
職
も
決
定
し
、名
実

と
も
に
新
市
の
船
出
と
な
り
ま

し
た
。「
か
け
が
わ
市
議
会
だ
よ

り
」も
記
念
す
べ
き
創
刊
号
と

な
り
ま
す
。今
後
も
市
民
の
皆

様
と
議
会
を
結
ぶ
紙
面
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ご
愛
読
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

6
月

7
日 

本
会
議（
議
案
の
提
案
説
明
等
）

16
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

17
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

20
日 

本
会
議

　
　
　
（
質
疑
、一
部
採
決
、請
願
・
陳
情
）

21
日 

常
任
委
員
会

22
日 

常
任
委
員
会

30
日 

本
会
議

　
　
　
（
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決
）

【
四　

月
】

17
日
○
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

告
示

24
日
○
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

投
票
日

25
日
○
市
議
会
議
員
当
選

　
　

証
書
附
与
式

　
　

○
議
員
打
ち
合
わ
せ
会

26
日
○
議
員
打
ち
合
わ
せ
会

　
　

○
議
員
研
修
会

27
日
○
東
海
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会（
名
古
屋
市
）

【
五　

月
】

6
日
○
会
派
代
表
者
会
議

9
日
○
会
派
代
表
者
会
議

　
　

○
議
員
打
ち
合
わ
せ
会

13
日
○
議
員
懇
談
会

17
日
・
18
日

　
　

○
掛
川
市
議
会
第
一
回

（
五
月
）
臨
時
会

19
日
・
20
日

　
　

○
市
内
主
要
施
設
見

学
会

6
月
議
会
の
予
定

6
月
議
会
の
予
定

この議会だよりは資源リサイクル推進のため古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

日
程
等
、詳
し
く
は
掛
川
市
議
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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二
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―
一
一
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〇

新生・掛川市議会新生・掛川市議会新生・掛川市議会新生・掛川市議会
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議案の審議結果一覧

■議長・副議長就任あいさつ 2ページ

おもな内容

■議会役員構成 3ページ
■審議の結果 4ページ

編
集
後
記

よろしく
　お願いします

よろしく
　お願いします

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　掛川市議会に設置されている委員会を紹介します。

◎常任委員会
　総務、経済建設、文教厚生の常任委員会は、それぞれ10名の議
員で構成され、予算・条例・請願・陳情などを審査します。各常任委
員会の所管事項は次のとおりです。
　☆総務委員会
　総務部、企画調整部、消防本部、出納室、監査委員、選挙管理委
員会、公平委員会及び水道部の所管に属する事項並びに他の常
任委員会の所管に属さない事項
　☆経済建設委員会
　農林商工部、都市建設部及び農業委員会の所管に属する事項
　☆文教厚生委員会
　健康福祉部、環境生活部、教育委員会及び市立総合病院の所管
に属する事項
◎議会運営委員会
　議会運営を円滑に行うために、会期、提出議案など議会運営の全
般について協議し、意見などの調整を図る場として設置されてい

information
　ます。定数は8名です。
◎特別委員会
　議会として特定の事件の審査や調査をするために、必要に応じ
て設置される委員会のことをいいます。

　5月臨時会において議員発議で設置された特別委員会では、テ
ーマに基づき、中・長期的施策等の検討、提言を行います。
　☆南北幹線道路網調査検討特別委員会（１０名）
　☆新・市立総合病院問題特別委員会　（１０名）
　☆子育て支援・少子化対策特別委員会（１０名）
　
　9月議会では、各種会計決算を審査する
特別委員会が設置される予定です。
　☆病院事業会計決算特別委員会
　☆水道事業会計決算特別委員会
　☆一般会計決算特別委員会
　☆特別会計決算特別委員会

平成17年6月1日

静岡県掛川市長谷701番地の１
☎0537（21）1160

111
創 刊 号

一　般
◎専決処分の承認を求めること
　 ・ 掛川市役所の位置に関する条例ほか206件の条例の制定
 （賛成多数承認）
　 ・ 平成17年度掛川市一般会計暫定予算ほか16件の暫定予算の調製
 （賛成多数承認）
　 ・ 東遠地区広域市町村圏協議会への加入 （全会一致承認）
　 ・ 小笠掛川介護認定審査会への加入 （全会一致承認）
　 ・ 掛川市外2組合公平委員会の共同設置  （全会一致承認）
　 ・ 掛川市指定金融機関の指定 （全会一致承認）
　 ・ 指定管理者の指定 （全会一致承認）
　 ・ 掛川市佐束財産区管理委員の選任 （全会一致承認）

人　事
◎掛川市教育委員会委員の任命
　 ・ 浜川新田７２０番地　岩倉龍雄 （全会一致同意）
　 ・ 城西１丁目９番７号　小澤辰幸 （全会一致同意）
　 ・ 上西郷１７０３番地の１　佐藤忠夫 （全会一致同意）
　 ・ 横須賀１６６番地　山本捷子 （全会一致同意）
　 ・ 下俣２９番地の２１　松下一徳 （全会一致同意）
◎掛川市外２組合公平委員会委員の選任
　 ・ 国安１２１６番地　牧野　務 （全会一致同意）

　 ・ 五明３９５番地の６　下嶋　隆 （全会一致同意）
　 ・ 水垂３３３番地　河住　司 （全会一致同意）
◎掛川市固定資産評価審査委員会委員の選任
　 ・ 中央１丁目２１番地の５　小栁津清彦 （全会一致同意）
　 ・ 千浜６２４８番地の１　中山勇雄 （全会一致同意）
　 ・ 岡津４０８番地　鈴木　勲 （全会一致同意）
　 ・ 横須賀１３６８番地　鈴木啓之 （全会一致同意）
◎掛川市監査委員の選任
　 ・ 葛ヶ丘１丁目１５番地の１１　後藤知彦 （全会一致同意）
　 ・ 上西郷４２４５番地　戸塚正義 （全会一致同意）

議員発議
 ・ 掛川市議会会議規則の制定 （全会一致可決）
 ・ 掛川市議会委員会条例の制定 （全会一致可決）
 ・ 掛川市議会事務局設置条例の制定 （全会一致可決）
 ・ 掛川市議会政務調査費の交付に関する条例の制定（全会一致可決）
 ・ 市長の専決処分事項の指定 （全会一致可決）
 ・ 南北幹線道路網調査検討特別委員会の設置 （全会一致可決）
 ・ 新・市立総合病院問題特別委員会の設置 （全会一致可決）
 ・ 子育て支援・少子化対策特別委員会の設置 （全会一致可決）
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初
代
議
長
に
菅
沼
茂
雄
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副
議
長
に
鈴
木
治
弘
氏

 議　長

菅沼　茂雄
 副議長

鈴木　治弘

す　

が　
　

ぬ　

ま

し　

げ　

  　

お

す　

ず　
　

 

き

じ　
　

 

こ　

う

　このたび、五月
臨時市議会におき
まして、議員の皆様
方のご推挙のも
と、新生掛川市議
会の議長に就任さ
せていただくこと
になりました。私自
身、現在心中複雑
な思いでいるところでありますし、もとより
浅学非才な私であり、責務の重大さに身
の引き締まる思いでございます。新しく選
出された三十名の同志議員と共に力を合
わせ、全力を傾注して市議会運営にあた
り、市の発展と市民福祉の向上に誠心誠
意努力する所存であります。
　新リーダーのもとで、新市がスタートを
いたしました。夢のあるまち、希望のもてる
まち、住んでよかったと思われるまち、十二
万人市民が、五年後、十年後に「やっぱり
合併してよかった」と評価していただける
よう行財政基盤の構築等に、是々非々主
義で議会制民主主義を念頭に努めて参り
ます。
　三年余を費やした合併協議会での合意
事項はしっかりと厳守し、南北道路、総合
健康センター（病院問題）等の市民要望
に応えなければならないと考えておりま
す。議会としても、今回、「南北幹線道路網
調査検討」「新・市立総合病院問題」「子
育て支援・少子化対策」の三特別委員会
を設置し、調査研究を深めるべく、重要課
題として取り組む体制を整えました。
　また、継続中の重要プロジェクト事業等
については、市民との協働で進められてき
た大切なものであり、引き続き推進してい
かなければならないと考えております。
  今後も、市民の皆様のご意見を尊重しな
がら、議会としても活発な議論を重ね、市
民本位の市議会運営を心がけて参ります
ので、市民皆様の一層のご指導ご協力を
お願い申し上げまして、就任のご挨拶とい
たします。

　このたび新生掛
川市の初議会にお
きまして、議員皆
様方のご推挙をい
ただき、副議長に
選任されました。
私にとりまして
は、身に余る光栄
であり、ご芳情に
対し感謝申し上げ、この責任の重さを
痛感するところであります。
　幸いにして、議長には人生の先輩と
して尊敬をしておりました菅沼氏が就
任されましたので、ご指導をいただき
ながら、十二万市民の付託に応えられ
る議会の運営に努力をいたし、補佐役
の重責を努めたいと考えております。
　合併協議会で協議をされた、新市の
まちづくりのあり方を示す「海と山と
街道がつながり、夢・未来を創るま
ち」を目標とした、重点プロジェクト
である南北幹線道路の整備、総合健康
センターの整備、市民活動支援センタ
ーネットワークの整備は最優先に取り
組む約束がされております。このた
び、議会も特別委員会を設置して、全
力を挙げて取り組む体制を整え、重要
課題として充分時間をかけて審議する
こととされております。
　これらの事業を円滑に推進するに
は、皆様の意見を大切にして、充分な
議論と議会としての知恵を出し合い、
市民・議会・行政が三位一体となって
取り組む必要があります。同時に皆様
が求める透明性のある議会、わかりや
すい議会になり、身近で親しみの持て
る議会に直結すると考えております。
　われわれ議会が住民ニーズに的確に
対応することが新掛川市の一体制の確
立や均衡ある発展の基礎であります。
市民皆様の尚一層のご指導・ご協力を
賜りますようお願い申し上げ、就任の
ご挨拶といたします。

市議会の役職が決定しました
5月臨時会において

石 山 信 博髙 木 敏 男

委

員常
任
委
員
会

副委員長
総 務

山 本 義 雄 水 谷 陽 一
雜 賀 祥 宣内 藤 澄 夫委 員 長 桑原百合子 豊 田 勝 義

山 本 義 雄狩 野 　 恒特
別
委
員
会

副委員長

南北幹線
道 路 網
調査検討
新・市 立
総合病院
問 題
子育て支
援・少子化
対 策

内 藤 澄 夫 髙 木 敏 男
石 山 信 博雜 賀 祥 宣委 員 長

豊 田 勝 義副委員長
水 野 　 薫委 員 長

八 木 宏 之副委員長
堀 内 武 治委 員 長

鳥 井 昌 彦 山 﨑 惠 司
鈴 木 治 弘

菅 沼 茂 雄 桑原百合子 水 谷 陽 一 大石與志登
佐 藤 博 俊 加 藤 一 司 河 住 光 重 大 庭 博 雄
竹 嶋 善 彦 戸塚久美子 松 井 俊 二 東 堂 陽 一

内 山 周 則 高 塚 昌 彦鷲 山 喜 久 鈴 木 正 治 

戸 塚 正 義

鳥 井 昌 彦 
戸 塚 正 義

河 住 光 重

東 堂 陽 一菅 沼 茂 雄 東遠広域施設組合議員 堀 内 武 治 鈴 木 治 弘
鳥 井 昌 彦 菅 沼 茂 雄 小笠老人ホーム施設組合議員

平成17年5月18日現在　氏名は議席番号順

八 木 宏 之菅 沼 茂 雄 大井川右岸土地改良区理事 内 藤 澄 夫 水 野 　 薫 河 住 光 重

菅 沼 茂 雄 浅羽地域湛水防除施設組合議員 内 藤 澄 夫
大 庭 博 雄

竹 嶋 善 彦菅 沼 茂 雄 掛 川 市・菊 川 市
衛生施設組合議員

佐 藤 博 俊

大石與志登

桑原百合子 山 本 義 雄
雜 賀 祥 宣 内 山 周 則菅 沼 茂 雄 中東遠看護専門学校組合議員
鈴 木 正 治菅 沼 茂 雄 東遠地区聖苑組合議員 高 塚 昌 彦 水 谷 陽 一 狩 野 　 恒

菅 沼 茂 雄 東遠学園組合議員
松 井 俊 二
戸塚久美子

菅 沼 茂 雄 太田川原野谷川治水水防組合議員

農 業 委 員 会 委 員
監 査 委 員

豊 田 勝 義
髙 木 敏 男

山 﨑 惠 司

八 木 宏 之佐 藤 博 俊

委

員副委員長
経済建設

堀 内 武 治 狩 野 　 恒
竹 嶋 善 彦松 井 俊 二委 員 長 鳥 井 昌 彦 水 野 　 薫

鷲 山 喜 久内 山 周 則

委

員副委員長
文教厚生

鈴 木 正 治 高 塚 昌 彦
菅 沼 茂 雄加 藤 一 司委 員 長 戸塚久美子

鳥 井 昌 彦石 山 信 博

委

員副委員長
議会運営委員会

内 藤 澄 夫
松 井 俊 二山 本 義 雄委 員 長

鈴 木 治 弘副 議 長
菅 沼 茂 雄議 長 加 藤 一 司

河 住 光 重
水 谷 陽 一

東 堂 陽 一 

鈴 木 治 弘
大 庭 博 雄

大石與志登
戸 塚 正 義

河 住 光 重
山 﨑 惠 司

新しい
議会構成
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こ　
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　このたび、五月
臨時市議会におき
まして、議員の皆様
方のご推挙のも
と、新生掛川市議
会の議長に就任さ
せていただくこと
になりました。私自
身、現在心中複雑
な思いでいるところでありますし、もとより
浅学非才な私であり、責務の重大さに身
の引き締まる思いでございます。新しく選
出された三十名の同志議員と共に力を合
わせ、全力を傾注して市議会運営にあた
り、市の発展と市民福祉の向上に誠心誠
意努力する所存であります。
　新リーダーのもとで、新市がスタートを
いたしました。夢のあるまち、希望のもてる
まち、住んでよかったと思われるまち、十二
万人市民が、五年後、十年後に「やっぱり
合併してよかった」と評価していただける
よう行財政基盤の構築等に、是々非々主
義で議会制民主主義を念頭に努めて参り
ます。
　三年余を費やした合併協議会での合意
事項はしっかりと厳守し、南北道路、総合
健康センター（病院問題）等の市民要望
に応えなければならないと考えておりま
す。議会としても、今回、「南北幹線道路網
調査検討」「新・市立総合病院問題」「子
育て支援・少子化対策」の三特別委員会
を設置し、調査研究を深めるべく、重要課
題として取り組む体制を整えました。
　また、継続中の重要プロジェクト事業等
については、市民との協働で進められてき
た大切なものであり、引き続き推進してい
かなければならないと考えております。
  今後も、市民の皆様のご意見を尊重しな
がら、議会としても活発な議論を重ね、市
民本位の市議会運営を心がけて参ります
ので、市民皆様の一層のご指導ご協力を
お願い申し上げまして、就任のご挨拶とい
たします。

　このたび新生掛
川市の初議会にお
きまして、議員皆
様方のご推挙をい
ただき、副議長に
選任されました。
私にとりまして
は、身に余る光栄
であり、ご芳情に
対し感謝申し上げ、この責任の重さを
痛感するところであります。
　幸いにして、議長には人生の先輩と
して尊敬をしておりました菅沼氏が就
任されましたので、ご指導をいただき
ながら、十二万市民の付託に応えられ
る議会の運営に努力をいたし、補佐役
の重責を努めたいと考えております。
　合併協議会で協議をされた、新市の
まちづくりのあり方を示す「海と山と
街道がつながり、夢・未来を創るま
ち」を目標とした、重点プロジェクト
である南北幹線道路の整備、総合健康
センターの整備、市民活動支援センタ
ーネットワークの整備は最優先に取り
組む約束がされております。このた
び、議会も特別委員会を設置して、全
力を挙げて取り組む体制を整え、重要
課題として充分時間をかけて審議する
こととされております。
　これらの事業を円滑に推進するに
は、皆様の意見を大切にして、充分な
議論と議会としての知恵を出し合い、
市民・議会・行政が三位一体となって
取り組む必要があります。同時に皆様
が求める透明性のある議会、わかりや
すい議会になり、身近で親しみの持て
る議会に直結すると考えております。
　われわれ議会が住民ニーズに的確に
対応することが新掛川市の一体制の確
立や均衡ある発展の基礎であります。
市民皆様の尚一層のご指導・ご協力を
賜りますようお願い申し上げ、就任の
ご挨拶といたします。

市議会の役職が決定しました
5月臨時会において

石 山 信 博髙 木 敏 男

委

員常
任
委
員
会

副委員長
総 務

山 本 義 雄 水 谷 陽 一
雜 賀 祥 宣内 藤 澄 夫委 員 長 桑原百合子 豊 田 勝 義

山 本 義 雄狩 野 　 恒特
別
委
員
会

副委員長

南北幹線
道 路 網
調査検討
新・市 立
総合病院
問 題
子育て支
援・少子化
対 策

内 藤 澄 夫 髙 木 敏 男
石 山 信 博雜 賀 祥 宣委 員 長

豊 田 勝 義副委員長
水 野 　 薫委 員 長

八 木 宏 之副委員長
堀 内 武 治委 員 長

鳥 井 昌 彦 山 﨑 惠 司
鈴 木 治 弘

菅 沼 茂 雄 桑原百合子 水 谷 陽 一 大石與志登
佐 藤 博 俊 加 藤 一 司 河 住 光 重 大 庭 博 雄
竹 嶋 善 彦 戸塚久美子 松 井 俊 二 東 堂 陽 一

内 山 周 則 高 塚 昌 彦鷲 山 喜 久 鈴 木 正 治 

戸 塚 正 義

鳥 井 昌 彦 
戸 塚 正 義

河 住 光 重

東 堂 陽 一菅 沼 茂 雄 東遠広域施設組合議員 堀 内 武 治 鈴 木 治 弘
鳥 井 昌 彦 菅 沼 茂 雄 小笠老人ホーム施設組合議員

平成17年5月18日現在　氏名は議席番号順

八 木 宏 之菅 沼 茂 雄 大井川右岸土地改良区理事 内 藤 澄 夫 水 野 　 薫 河 住 光 重

菅 沼 茂 雄 浅羽地域湛水防除施設組合議員 内 藤 澄 夫
大 庭 博 雄

竹 嶋 善 彦菅 沼 茂 雄 掛 川 市・菊 川 市
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　掛川市議会に設置されている委員会を紹介します。

◎常任委員会
　総務、経済建設、文教厚生の常任委員会は、それぞれ10名の議
員で構成され、予算・条例・請願・陳情などを審査します。各常任委
員会の所管事項は次のとおりです。
　☆総務委員会
　総務部、企画調整部、消防本部、出納室、監査委員、選挙管理委
員会、公平委員会及び水道部の所管に属する事項並びに他の常
任委員会の所管に属さない事項
　☆経済建設委員会
　農林商工部、都市建設部及び農業委員会の所管に属する事項
　☆文教厚生委員会
　健康福祉部、環境生活部、教育委員会及び市立総合病院の所管
に属する事項
◎議会運営委員会
　議会運営を円滑に行うために、会期、提出議案など議会運営の全
般について協議し、意見などの調整を図る場として設置されてい

information
　ます。定数は8名です。
◎特別委員会
　議会として特定の事件の審査や調査をするために、必要に応じ
て設置される委員会のことをいいます。

　5月臨時会において議員発議で設置された特別委員会では、テ
ーマに基づき、中・長期的施策等の検討、提言を行います。
　☆南北幹線道路網調査検討特別委員会（１０名）
　☆新・市立総合病院問題特別委員会　（１０名）
　☆子育て支援・少子化対策特別委員会（１０名）
　
　9月議会では、各種会計決算を審査する
特別委員会が設置される予定です。
　☆病院事業会計決算特別委員会
　☆水道事業会計決算特別委員会
　☆一般会計決算特別委員会
　☆特別会計決算特別委員会

平成17年6月1日

静岡県掛川市長谷701番地の１
☎0537（21）1160

111
創 刊 号

一　般
◎専決処分の承認を求めること
　 ・ 掛川市役所の位置に関する条例ほか206件の条例の制定
 （賛成多数承認）
　 ・ 平成17年度掛川市一般会計暫定予算ほか16件の暫定予算の調製
 （賛成多数承認）
　 ・ 東遠地区広域市町村圏協議会への加入 （全会一致承認）
　 ・ 小笠掛川介護認定審査会への加入 （全会一致承認）
　 ・ 掛川市外2組合公平委員会の共同設置  （全会一致承認）
　 ・ 掛川市指定金融機関の指定 （全会一致承認）
　 ・ 指定管理者の指定 （全会一致承認）
　 ・ 掛川市佐束財産区管理委員の選任 （全会一致承認）

人　事
◎掛川市教育委員会委員の任命
　 ・ 浜川新田７２０番地　岩倉龍雄 （全会一致同意）
　 ・ 城西１丁目９番７号　小澤辰幸 （全会一致同意）
　 ・ 上西郷１７０３番地の１　佐藤忠夫 （全会一致同意）
　 ・ 横須賀１６６番地　山本捷子 （全会一致同意）
　 ・ 下俣２９番地の２１　松下一徳 （全会一致同意）
◎掛川市外２組合公平委員会委員の選任
　 ・ 国安１２１６番地　牧野　務 （全会一致同意）

　 ・ 五明３９５番地の６　下嶋　隆 （全会一致同意）
　 ・ 水垂３３３番地　河住　司 （全会一致同意）
◎掛川市固定資産評価審査委員会委員の選任
　 ・ 中央１丁目２１番地の５　小栁津清彦 （全会一致同意）
　 ・ 千浜６２４８番地の１　中山勇雄 （全会一致同意）
　 ・ 岡津４０８番地　鈴木　勲 （全会一致同意）
　 ・ 横須賀１３６８番地　鈴木啓之 （全会一致同意）
◎掛川市監査委員の選任
　 ・ 葛ヶ丘１丁目１５番地の１１　後藤知彦 （全会一致同意）
　 ・ 上西郷４２４５番地　戸塚正義 （全会一致同意）

議員発議
 ・ 掛川市議会会議規則の制定 （全会一致可決）
 ・ 掛川市議会委員会条例の制定 （全会一致可決）
 ・ 掛川市議会事務局設置条例の制定 （全会一致可決）
 ・ 掛川市議会政務調査費の交付に関する条例の制定（全会一致可決）
 ・ 市長の専決処分事項の指定 （全会一致可決）
 ・ 南北幹線道路網調査検討特別委員会の設置 （全会一致可決）
 ・ 新・市立総合病院問題特別委員会の設置 （全会一致可決）
 ・ 子育て支援・少子化対策特別委員会の設置 （全会一致可決）

髙
木　

敏
男

加
藤　

一
司

八
木　

宏
之

鳥
井　

昌
彦

水
野　
　

薫

雜
賀　

祥
宣

松
井　

俊
二

河
住　

光
重

高
塚　

昌
彦

桑
原
百
合
子

内
山　

周
則

内
藤　

澄
夫

戸
塚　

正
義

石
山　

信
博

菅
沼　

茂
雄

鈴
木　

治
弘

山
本　

義
雄

水
谷　

陽
一

堀
内　

武
治

佐
藤　

博
俊

副
議
長　

議　

長

中
列

前
列

右
か
ら

鷲
山　

喜
久

山
﨑　

惠
司

戸
塚
久
美
子

竹
嶋　

善
彦

豊
田　

勝
義

狩
野 　

 

恒

東
堂　

陽
一

大
石
與
志
登

大
庭　

博
雄

鈴
木　

正
治

後
列
右
か
ら

右
か
ら


	gikai川議会107-表1-表4決定稿0.pdf
	掛川議会107-p02p03決定稿0.pdf

